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美術部 OB 展を開催

根本　義孝　建築S46

美術部 OB 展が昨年めでたく 30 回目を迎えました。
途中コロナ禍で、画廊開催に代わり画集開催という
非常手段で行ったことも有りましたが、1 年も欠ける
事なく 30 年も継続できました。今回は 24 名の参加で、
42 点の出品がありました。嬉しい事に若い新人が二
人増え、また出品しなかった会員が 7 名あり、引き
続き盛況を続けております。本会は本学卒業生なら
元美術部員でなくとも参加大歓迎です。美術（油彩、
水彩、彫刻、陶芸、写真等々）に興味があり、やっ
てみたいという方はどうぞご参加下さい。お申し込
みは本学同窓会事務局にご連絡下さい。

金属工学科昭和 46 年度卒	
同期会 静岡での開催

吉田　勉　金属S46

令和 4 年 10 月 13 日（木）、静岡県富士宮市で金属
昭和 46 年卒同期会を開催した。１年遅れの 50 周年
記念同期会でもあった。当日、午後 3 時半に新富士
駅に集合、4 時に宿泊先の富嶽温泉「花の湯」に到着、
コロナ感染拡大の影響もあり最終的に参会者は 12 名
であった。

温泉にゆったりとつかったのち 6 時から懇親会を
開催、まず、大学創立 80 年の歴史をまとめた映像を
紹介、今年度の入学志願者が 13 万人を超えたという
多さに驚くとともに、母校の変貌に驚かされる。続
いて、安部君の開会挨拶、乾杯の後参会者全員によ
る現状と、これまでの出来事等の報告に花が咲いた。
懇親会で飛び交う話題は、木造校舎、金属工学科の
消滅、母校の変貌、家庭菜園、現役、癌等病との闘
い等々、修羅場を超えてきた男たちの歩んできた心
にしみる道程を話す顔は穏やかであった。食事が進
み、一言話すたびに一喜一憂しながら話すうちに学
生時代にタイムスリップし、和やかで笑いの絶えな
い短い時間を楽しんだ。

翌日は、地元在住の高野君の案内で、浅間大社参

拝、静岡県富士山世界遺産センター研修、白糸の滝、
音止め滝を見学、昼食は富士宮のＢ級グルメ「富士
宮焼きそば」を試食し、午後 2 時過ぎに新富士駅に
て解散、富士山の全貌を望むことはできなかったが、
天候にも恵まれ愉快で有意義な二日間を過ごすこと
ができた。

何時もの通り、今回も周到な同期会を企画してく
れ安部君に感謝します。また、富士宮市在住の高野
君には、ホテルへの Go to travel 及び、観光支援クー
ポンの情報提供並びに手配や、新富士駅出迎えの車
手配などいろいろお世話になり、心よりお礼申し上
げます。

次回の同期会は、おそらく同期全員が「後期高齢者」
になっていることも念頭に入れ、開催内容など相談
して決め、有意義な再開としたい。
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